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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

1/23 現在 

父島 

100/100 

母島  

94.1/100 

12月気象状況    （父島） 

最高気温   25.0℃ 

最低気温   20.3℃ 

平均気温   22.7℃ 

平均湿度   76％ 

月降水量  194.0mm 

住民基本台帳登録者数（1/1） 

             2,629 人 

             父島      母島               

  人口      2,173 人   456 人 

  世帯      1,218    279 
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月
２
日
に
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ー
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３
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３
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。
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。
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。
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小笠原村消防団出初式 
1月7日(火)に母島沖港野積場で母島分団出初式が、1月13日(月)に父島二見港第一物揚場（青灯台）で小笠原村消防

団出初式が挙行されました。多くの村民の皆さんが見学される中、無事、式典及び放水演習を行うことができました。 

本年も村民の生命と財産を守るべく、消防団は一致団結して消防活動に励んでまいります。 

第４７回小笠原ロードレース大会結果 

１月２６日に実施しましたロードレース大会の、各部門の上位結果を紹介いたします。 

当日の大会出場者は320名。気温が高くなる予報で心配されましたが、選手それ

ぞれが目標に向かってあきらめずに頑張っている姿がとても印象的な大会でした。 

大会の運営にご協力いただきました各関係機関および諸団体の皆様に、紙面を借

りてお礼申し上げます。また、交通規制へのご協力いただいた皆様ありがとうござ

いました。 ●問合せ先  小笠原ロードレース実行委員会（教育委員会内）２―３１１７ 
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芝税務署・東京税理士会による出張申告相談（①・②・③対応） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 開催時間は、午前９時から 午後４時まで（２５日を除く。正午～午後１時３０分は、お昼休みになります） 

  ※ 会場には、「確定申告書作成コーナー」を使える端末があります。申告書を書面で作成・提出するだけでなく、書く・ 

   計算することなく、税務署員と一緒に端末を使用して申告書を作成し、電子申告まで可能です。 

 

◇税務署員や税理士が対応するこの芝税務署主催の相談会は、村内で直接“税務署や専門家”と対面で相談できる唯一の機会です。

ぜひ、ご活用ください（混雑時にはお待ちいただくこともありますが、例年、相談者ゼロの時間帯もあります。申告に必要なものがそろっていれば、

相談から申告書の作成・提出までその場で完了します。お早目に準備を行い、ぜひ、この機会をご利用ください）。 

◇ご来場の際には、源泉徴収票（給与や年金収入のある方）や、収入などについて内容のわかる書類（※）、国民年金支払証明書、健康保

険や介護保険料の支払金額・日付の確認できる書類（領収書など）、生命保険や地震保険料などの控除証明書、そのほか所得控除

に必要な書類、印鑑など。また、マイナンバーと本人確認書類の写しの添付も必要です。相談会などで電子申告したことがある方

などで、ID（利用者識別番号）・パスワード（暗証番号）を取得済みの方はご用意ください。 ※ 事業者の場合、帳簿や過去の申告

書の控え、消費税課税事業者の場合は「課税事業者届出書」や「簡易課税制度選択届出書」の控えなどをお持ちください。 

【問合せ先】 ●芝税務署 ℡.03-3455-0551（自動音声でご案内しております）   ●財政課税務係 ℡.2-3112 

～ 村の窓口での国税の申告関係の用紙の配布（村役場から、国税の用紙類の個別郵送はしていません）について ～ 

税務署から届き次第、村役場の窓口でも配布します（2 月12 日以降見込）。村の窓口で取得される際は、特に事業をされている方

などでは、どの用紙を請求すべきか（自分がどんな申告が必要か）不明の場合、事前に電話で税務署にご確認ください。税務署から「確

定申告のお知らせ」が送付されている方はご持参ください。なお、用紙類は「確定申告特集ページ」からダウンロードできます。 

 

～ ①の確定申告が必要な方 （詳細については、前述の「確定申告特集ページ」などをご確認ください） ～ 

(1)事業を営んでいる方や不動産収入のある方 (2)給与所得者で、◇年末調整されていない方 ◇源泉徴収されていない方 ◇給与

所得・退職所得以外で２０万円を超える所得がある方 など (3)公的年金などの所得金額から所得控除を差し引いても残額のある方。

ただし、公的年金などの収入金額が 400 万円以下で、他の所得金額の合計が 20 万円以下の場合申告の必要はありません（→ 住民税

の申告が必要です） (4)不動産や株などを売却された方や、保険などの満期金を受け取った方 また、次の場合、確定申告により税金

が還付される場合があります ◇令和元年中にマイホームを住宅ローンで取得した方 ◇高額の医療費などを自己負担した方 ◇

国や地方公共団体、特定公益法人などに寄付金を支払った方 ◇所得税の減免や雑損控除を受ける方 など 

所得税および復興特別所得税など（国税）の「確定申告」と「村・都民税申告」 

個人の所得（収入）に関する税申告には、国税の「所得税および復興特別所得税」確定申告と、地方税の住民税（村・都民税）の

申告があります。確定申告は、１年間に得た収入（所得）などから自ら税額を計算し、申告書を税務署に提出（申告）・納税したり、

給与などから源泉徴収された税額の過不足を精算する手続きです（「住民税申告」については次号（３月号）や村の HP をご覧ください）。 

【申告期間】（１）令和元年分の①「所得税および復興特別所得税」の確定申告：２月１７日(月)から３月１６日(月) なお、還付 

        となる申告については、申告期間前から行えます。②「贈与税」の申告も、３月１６日(月)まで。 ③「個人事業者に 

            係る消費税および地方消費税」の確定申告は、３月３１日（火）までです。 

      （２）令和２年度（令和元年分）の「住民税申告」：３月１６日(月)まで。 

【提出場所】（１）国税の申告書は、小笠原村を管轄する 芝税務署（郵送などによる提出も可能） 

        なお、村役場の窓口では「仮の受付」を行い、お預かりした関係書類を、まとめて税務署に郵送しています。 

（２）住民税申告書：村役場財政課税務係・母島支所庶務係 （令和２年１月１日現在で小笠原村に住所のある方） 

【納付期限】 ①と②は３月１６日(月)、③は３月３１日（火）まで（村役場の窓口では納められません）。  ※新規で口座からの振替納税を 

利用される場合、それぞれの納期限までに「振替依頼書」を提出してください（村役場でもお預かりし、税務署に郵送します）。 

 

～ 国税（①・②・③）の申告書の作成にあたって （「村民だより」１月号もご覧ください）～ 

◇申告書は納税者自らが税法に従い計算して作成し（税理士に依頼する場合を除く）、申告・納付していただくことになっています。

｢確定申告の手引き｣などを参考にして作成してください。なお、①・③のご相談や書き方などで、簡易なものであれば村役場でも

対応（相談）可能ですが、帳簿の記帳に関することや事業決算書の作成、不動産や株式の譲渡、また、②やその他の国税について

の疑問・相談がある場合には、税務署へのお問い合わせや、税理士のご利用、また、以下の「出張申告相談」をご活用ください。 

◇国税庁のホームページ内の「確定申告特集ページ」の「確定申告書等作成コーナー」では、画面に従って必要な項目・数字などを

入力することで自動計算され、入力が終われば（データ保存して、作業途中で中断・再開も可能）、その申告書や決算書などを印刷

してそのまま提出できます（所得税の決算書データを利用することで、消費税（一般課税）の申告書も作成することができます）。

ご利用の際には、国税庁のホームページ内の Web-TAX-TVの「確定申告書等作成コーナーの利用方法」もご覧ください。 

 また、「確定申告特集ページ」では、手書き用の申告書や届出書などほとんどの用紙、手引き、記載例などダウンロード（取得）で

き、税制の改正点や申告に関するＱ＆Ａなども確認できます。なお、インターネットを利用して、国税に関する申告や納税、申請・

届出などの手続ができるシステム「e-Tax」も特集ページからご利用いただけます（スマートフォンでもご利用可能です）。 

 

【父島】日程 ２月２５日（火） ◆２５日は午後１時半から◆      【母島】 日程 ３月３日（火）・４日（水） 

       ・２６日（水）・２７日（木）・２８日（金）      場所 母島支所 ２階会議室 

    場所 地域福祉センター 多目的ホール 
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村では次のとおり会計年度任用職員を募集します 

【会計年度任用職員とは】 

地方公務員法の改正により、令和２年４月から新たに設けられる非常勤の職で、会計年度（毎年４月１日から翌年３月３１日まで）内

のうち、必要な期間任用される職員です。これまでの非常勤職員のように、会計年度を超えての任期の更新制度はありません。 

【各職種共通事項】 

●地方公務員法第１６条に該当する人は申込みできません 

●任用期間 令和２年４月１日～令和３年３月３１日の間で職種ごとに定める期間 

●勤務時間 各職種とも 1 日あたり７時間４５分以内、１週間あたり２９時間以内（詳しくはお問合せください） 

●申込み期限 ２月２８日（金）午後５時１５分まで 

●必要書類 市販の履歴書（顔写真添付）に必要事項を記入（免許･資格等を要する職種は、任用の際、免許証、資格証等の写し

が必要となります） 

 

職 種 
募集 

人数 
業務内容 勤務先 任用期間 

勤務日時 

（下記時間帯中、週

29 時間以内） 

報酬額 

（時給） 
応募資格 条件等 問合せ・応募先 

【村役場・母島支所】 

事務補助員 1 名 事務補助業務 財政課 R2.4.1～R3.3.31 
8:00～17:15 の間 

(週25 時間以内) 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問 

6/1～11/30 の間

は勤務を要さない 

ワード・エクセルが

使える方 

財政課税務係 

2-3112 

事務補助員 1 名 事務補助業務 村民課 
R2.4.1～R2.5.31 

（応相談） 

9:00～12：00 

（応相談） 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問  

村民課住民係 

2-3113 

事務補助員 1 名 事務補助業務 村民課 
R2.9.1～R2.11.30 

（応相談） 

9:00～12：00 

（応相談） 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問  

村民課住民係 

2-3113 

事務補助員 1 名 事務補助業務 村民課 
R3.3.1～R3.3.31 

（応相談） 

9:00～12：00 

（応相談） 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問  

村民課住民係 

2-3113 

事務補助員 4～5名 事務補助業務 村民課 R2.4.1～R3.3.31 月1 日2 時間程度 
1,013 円～ 

1,119 円 
不問 

グループ就労訓練

を兼ねるため、周

囲と協調性を持っ

て業務に取り組ん

でいただける方 

村民課福祉係 

2-3939 

事務補助員 1 名 事務補助業務 建設水道課 R2.4.1～R3.3.31 9:00～16:00 
1,013 円～ 

1,119 円 
不問 

ワード・エクセルの

できる方を優先 

建設水道課 

2-3115 

事務補助員 1 名 事務補助業務 会計室 R2.4.1～R3.3.31 9：00～17:15 の間 
1,013 円～ 

1,119 円 
不問  

会計室 

2-3180 

事務補助員 1 名 事務補助業務 議会事務局 R2.4.1～R3.3.31 8:00～17:15 の間 
1,013 円～ 

1,119 円 
不問  

議会事務局 

2-3118 

事務補助員 1 名 事務補助業務 母島支所 R2.4.1～R3.3.31 
8:00～17:15 の間 

（週15 時間程度） 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問  

母島支所庶務係 

3-2111 

【保育園】 

保育士 

併せて 

4～5名 

保育業務 父島保育園 R2.4.1～R3.3.31 
8:00～17:15 の間 

シフト勤務あり 

1,060 円～ 

1,288 円 

保育士免許 

保育士登録 
保育士免許所有者

を優先 

村民課福祉係 

2-3939 

一般業務員 

（保育補助業

務） 

保育補助業務 父島保育園 R2.4.1～R3.3.31 
8:00～17:15 の間 

シフト勤務あり 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問 

村民課福祉係 

2-3939 

一般業務員 

（調理業務） 
1 名 調理業務 父島保育園 R2.4.1～R3.3.31 

8:00～17:15 の間 

シフト勤務あり 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問  

村民課福祉係 

2-3939 

保育士 

併せて

2 名 

保育業務 母島保育園 R2.4.1～R3.3.31 
8:00～17:15 の間 

シフト勤務あり 

1,060 円～ 

1,288 円 

保育士免許 

保育士登録 
保育士免許所有者

を優先 

母島支所庶務係 

3-2111 

一般業務員 

（保育補助業

務） 

保育補助業務 母島保育園 R2.4.1～R3.3.31 
8:00～17:15 の間 

シフト勤務あり 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問 

母島支所庶務係 

3-2111 

【診療所】 

看護師 2 名 看護業務 小笠原村診療所 R2.4.1～R3.3.31 8:00～17:15 の間 
1,182 円～ 

1,470 円 
看護師免許  

医療課診療所係 

2-3800 

医療事務員 
併せて

3 名 

医療事務業務 小笠原村診療所 R2.4.1～R3.3.31 8:00～17:15 の間 
1,051 円～ 

1,158 円 
医療事務資格 

 

医療課診療所係 

2-3800 

事務補助員 医療事務業務 小笠原村診療所 R2.4.1～R3.3.31 8:00～17:15 の間 
1,013 円～ 

1,119 円 
不問 

医療課診療所係 

2-3800 

理学療法士 1 名 理学療法業務 小笠原村診療所 R2.4.1～R3.3.31 8:00～17:15 の間 
1,090 円～ 

1,386 円 

理学療法士免

許 
 

医療課診療所係 

2-3800 
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医療事務員 
併せて

3 名 

医療事務業務 母島診療所 R2.4.1～R3.3.31 8:00～17:15 の間 
1,051 円～ 

1,158 円 
医療事務資格 

 

医療課診療所係 

2-3800 

事務補助員 医療事務業務 母島診療所 R2.4.1～R3.3.31 8:00～17:15 の間 
1,013 円～ 

1,119 円 
不問 

医療課診療所係 

2-3800 

【老人ホーム】 

看護師 1 名 看護業務 太陽の郷 R2.4.1～R3.3.31 8:00～17:15 の間 
1,182 円～ 

1,470 円 
看護師免許  

医療課診療所係 

2-3800 

介護員 6 名 介護業務 太陽の郷 R2.4.1～R3.3.31 
6:00～20:15 の間 

シフト勤務 

1,043 円～ 

1,272 円 

介護福祉士資

格又は介護初

任者講習修了

相当 

 
医療課診療所係 

2-3800 

一般業務員 

（介護業務） 
若干名 介護補助業務 太陽の郷 R2.4.1～R3.3.31 8:00～17:15 の間 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問  

医療課診療所係 

2-3800 

一般業務員 

（調理業務） 
2 名 調理業務 太陽の郷 R2.4.1～R3.3.31 

5:00～19:45 の間 

1 日7 時間45 分 

シフト勤務 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問  

医療課診療所係 

2-3800 

【小中学校】 

特別支援教

育補助員 
併せて

3 名 

特別支援教育

業務 
小笠原小学校 R2.4.1～R3.3.31 

7：45～16：15 

（週29 時間以内） 

1,108 円～ 

1,426 円 

*1) 

教員免許 

学校休業期間を除

く 

教育委員会事務局 

2-3117 

一般業務員 

（特別支援教

育補助業務） 

特別支援教育

補助業務 
小笠原小学校 R2.4.1～R3.3.31 

7：45～16：15 

（週29 時間以内） 

1,013 円～ 

1,119 円 

*1) 

不問 
教育委員会事務局 

2-3117 

特別支援教

育補助員 
併せて

1 名 

特別支援教育

業務 
小笠原小学校 R2.4.1～R3.3.31 

7：45～16：15 

（週20 時間以内） 

1,108 円～ 

1,426 円 

*1) 

教員免許 

学校休業期間を除

く 

教育委員会事務局 

2-3117 

一般業務員 

（特別支援教

育補助業務） 

特別支援教育

補助業務 
小笠原小学校 R2.4.1～R3.3.31 

7：45～16：15 

（週20 時間以内） 

1,013 円～ 

1,119 円 

*1) 

不問 
教育委員会事務局 

2-3117 

事務補助員 1 名 事務補助業務 小笠原小学校 R2.4.1～R3.3.31 
7：45～16：15 

（週29 時間以内） 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問  

教育委員会事務局 

2-3117 

事務補助員 1 名 事務補助業務 母島小中学校 R2.4.1～R3.3.31 
16:00～18：00 

（週2 回） 

1,013 円～ 

1,119 円 
不問  

教育委員会事務局 

2-3117 

*1) 特別支援教育補助員及び一般業務員のうち特別支援教育補助業務に従事する者の報酬額については、看護師免許、准看護師免

許又は介護福祉士資格を有している場合一定の割増しがあります。詳しくはお問い合わせください。 

 

●この募集は、令和２年度の予算成立を前提に行っています。予算成立の状況によっては、募集内容の変更又は取りやめることがあり

ますので、あらかじめご了承ください。 

 

小笠原村職員募集 

職 種 募集人数 年齢要件 資格等 配属先 採用時期 申込締切 試験日 

介護支援 

専門員 
１名 

昭和 36 年4 月

2 日以降生まれ 

主任介護支援

専門員 等 

本庁又は 

事業所 

令和 2 年 

4 月以降 

令和 2 年

3 月 10 日 
個別に調整 

介護福祉士 

若干名 

昭和 36 年4 月

2 日以降生まれ 
介護福祉士 

福祉事業所 

（太陽の郷） 

令和 2 年 

4 月以降 

令和 2 年

3 月 10 日 
個別に調整 

介護員 

（任期付） 

昭和 36 年4 月

2 日以降生まれ 

ホームヘルパ

ー２級以上 

福祉事業所 

（太陽の郷） 

令和 2 年 

4 月以降 

令和 2 年

3 月 10 日 
個別に調整 

詳しくは試験要項をご覧ください。要項は、村ホームページに掲載しています。 

 問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１ 

 

小笠原村職員募集 
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小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
 

ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
２
月

19日
（
水
）
午
前

11時
頃
 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
 
２
―
３
１
１
１
 

  

集
落
周
辺
の
樹
木
を
中
心
と
し
た
シ
ロ
ア
リ
対
策

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 
 

こ
の
対
策
事
業
の
中
で
シ
ロ
ア
リ
の
相
談
や
家
屋

の
点
検
を
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

相
談
・
点
検
は
事
前
に
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
 

な
お
家
屋
で
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
作
業
や
防
蟻
処
理

は
、
専
門
業
者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。
 

【
申
込
期
間
】
２
月
３
日
（
月
）
～

21日
(金
) 

【
日
程
】
 

《
母
島
》
２
月

19日
（
水
）
～

27日
（
木
）
 

《
父
島
》
２
月

17日
（
月
）
～

19日
（
水
）
 

 
 
 
 
２
月

27日
（
木
）
～
３
月
５
日
（
木
）
 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先
 

 
 
 
 
建
設
水
道
課
 
 
 
 
 
２
―
３
１
１
５
 

 
 
 
 
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

 

  

母
島
で
は
北
部
の
長
浜
ト
ン
ネ
ル
周
辺
以
北
と
蝙

蝠
谷
周
辺
に
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
生
息
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
 

こ
の
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
は
世
界
の
侵
略
的
外
来
種
ワ

ー
ス
ト
１
０
０
に
も
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
ほ
ど
家

屋
の
食
害
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
予
防
や
警
戒
が
必
要

な
外
来
種
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
こ
の
他
に
も
家
屋
に
被
害
を
も
た
ら
す
ヤ
マ

ト
シ
ロ
ア
リ
と
ダ
イ
コ
ク
シ
ロ
ア
リ
も
母
島
の
集
落

周
辺
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
講
演
会
で
は
こ
れ
ら
の
シ
ロ
ア
リ
の
見
分

け
方
や
そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
や
家
屋
で
の
確
認
方
法
な

ど
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
シ
ロ
ア
リ
に
つ
い
て
さ
ら
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
大
切
な
財
産
で
あ
る
家
屋
が
シ
ロ
ア
リ

の
被
害
に
合
わ
な
い
様
に
予
防
や
警
戒
な
ど
の
対
策

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
日
時
】
２
月

26日
（
水
）
 

午
後
６
時

30分
～
８
時
 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間
 

 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先
 
建
設
水
道
課
 
 
 
２
―
３
１
１
５
 

  

東
京
都
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏

と
ソ
プ
ラ
ノ
の
小
笠
原
公
演
を
開
催
し
ま
す
。
 

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

※
お
子
様
を
お
連
れ
の
方
も
入
場
で
き
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
く
の
方
に
音
楽
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
講
演
会
と
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
２
月

14日
（
金
）
 

《
開
場
》
午
後
６
時

30分
 

《
開
演
》
午
後
７
時
 

《
会
場
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
 

 

【
母
島
】
 

《
日
時
》
２
月

15日
（
土
）
 

《
開
場
》
午
後
６
時

30分
 

《
開
演
》
午
後
７
時
 

《
会
場
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館
 

【
出
演
】
 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
 
遠
藤
 
香
奈
子
、
海
和
 
伸
子
 

ヴ
ィ
オ
ラ
 
西
 
悠
紀
子
 

チ
ェ
ロ
 
平
田
 
昌
平
 

ソ
プ
ラ
ノ
 
別
府
 
美
沙
子
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
教
育
委
員
会
 
２
―
３
１
１
７
 

   

母
島
父
島
で
活
動
す
る
団
体
が
年
に
一
度
だ
け
集

ま
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
、
今
回
お
陰
さ
ま
で

25

回
を
数
え
ま
す
。
去
年
は
渇
水
、
台
風
と
大
変
で
し

た
が
、
晴
れ
や
か
な
触
れ
太
鼓
と
と
も
に
、
皆
さ
ん

も
一
緒
に
新
し
い
春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！
 

 日
時
：
２
月

23日
（
日
）
 

午
後
１
時

30分
〜
４
時

30分
（
予
定
）
 

場
所
：
父
島
 地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
 

主
催
：
小
笠
原
文
化
サ
ー
ク
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

      ●
問
合
せ
先
 
 

（
後
援
）
小
笠
原
村
教
育
委
員
会
 
２
-３

１
１
７
 

  【
退
職
】《

 
》
内
は
旧
所
属
 

１
月

31日
付
 

信
澤
 
美
奈
子
《
医
療
課
診
療
所
係
》
 

 

     
平
成

31年
度
の
地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
寄
附
額
に
対
す
る
返
礼
品
の
割
合

は
３
割
ま
で
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国
的

に
加
熱
し
て
い
た
返
礼
品
競
争
の
流
れ
は
収
束
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
で
も
改
め
て
「
財
源
の
確

保
」
と
「
産
業
振
興
」
を
目
的
と
し
、
村
内
の
経
済

に
還
元
さ
れ
る
返
礼
品
を
活
用
し
た
積
極
的
な
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

  
こ
の
中
で
、
来
島
さ
れ
る
お
客
様
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
と
し
て
、
小
笠
原
村
内

で
利
用
で
き
る
「
小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
感
謝
券
」
の

導
入
を
予
定
し
て
お
り
、
宿
泊
施
設
、
飲
食
店
、
土

産
等
小
売
店
、
ガ
イ
ド
事
業
、
そ
の
他
各
種
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
皆
様
に
、
取
扱
事
業
者
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
に
て
事
業
者
の
方
を

対
象
と
し
た
事
業
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

 〔
父
島
〕
 

【
日
時
】
２
月

17日
（
月
）
 

 
 
 
 
午
後
６
時
～
 

【
場
所
】
Ｂ
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室
 

〔
母
島
〕
 

【
日
時
】
２
月

18日
（
火
）
 

 
 
 
 
午
後
６
時
～
 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
会
議
室
 

 ●
問
合
せ
先
 
産
業
観
光
課
 
 
 
２
―
３
１
１
４
 

     

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
（
第
４
回
）
 

母
島
シ
ロ
ア
リ
講
演
会
の
開
催
 

東
京
都
交
響
楽
団
小
笠
原
公
演
 

第

25回
文
化
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
 

小
笠
原
村
人
事
異
動
 

村
内
商
工
・
観
光
事
業
者
の
皆
様
へ
 

「
小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
感
謝
券
」
 

取
扱
事
業
者
の
募
集
に
つ
い
て
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た
き
火
な
ど
で
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
の
発
生

や
、
火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
小
笠

原
村
火
災
予
防
条
例
に
基
づ
く
村
長
へ
の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
 

 
な
お
、
こ
の
届
出
は
、
事
前
に
焼
却
行
為
を
把
握

し
、
誤
報
に
よ
り
消
防
機
関
が
出
動
す
る
な
ど
の
混

乱
を
避
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
届
出
を
受
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
法
令
に
係
る
焼
却
行
為
を
許

可
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

※
た
き
火
な
ど
か
ら
建
物
等
の
延
焼
、
消
火
作
業
中

の
や
け
ど
、
煙
や
異
臭
に
よ
る
苦
情
等
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
実
施
す
る
場
合
は
届
出
の
上
、
次
の

事
項
に
注
意
し
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 （
１
）
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き
や
風
の
強
い
と
 

き
は
、
焼
却
を
行
わ
な
い
こ
と
。
 

（
２
）
で
き
る
だ
け
複
数
人
で
実
施
す
る
こ
と
。
 

（
３
）
消
火
器
、
水
バ
ケ
ツ
、
ス
コ
ッ
プ
等
の
消
火
 

用
具
を
用
意
し
て
行
う
こ
と
。
 

（
４
）
焼
却
中
は
そ
ば
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
。
 

（
５
）
焼
却
後
は
、
必
ず
消
火
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

（
６
）
一
度
に
多
量
の
焼
却
は
行
わ
な
い
こ
と
。
 

（
７
）
付
近
住
民
の
迷
惑
や
交
通
障
害
と
な
ら
な
い
 

よ
う
に
行
う
こ
と
。
 

（
８
）
日
没
ま
で
に
終
了
し
、
夜
間
の
焼
却
は
行
わ
 

な
い
こ
と
。
 

（
９
）
着
火
し
に
く
い
服
装
で
実
施
す
る
こ
と
。
 

（

10）
急
激
に
燃
え
広
が
る
な
ど
、
消
火
で
き
な
 

く
な
っ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
１
１
９
 

番
通
報
す
る
こ
と
。
 

※
天
然
の
草
木
以
外
の
野
焼
き
は
違
法
で
あ
り
、
厳

し
い
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
（
消
防
団
事
務
局
）
 

２
―
３
１
１
 

 

               
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
は
２
月

14日

（
金
）
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。
購
入
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
期
日
ま
で
に
村
役
場
産
業
観
光

課
・
母
島
支
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
商

品
券
の
使
用
期
限
は
２
月

29日
（
土
）
ま
で
と
な

り
、
期
限
経
過
後
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。（
払
い
戻
し
は
出
来
ま
せ
ん
。）

 

※
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
 
総
務
課
企
画
政
策
室
 
 
 
２
―
３
１
１
１
 

   

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
前
払
い
す
る
と
割
引

が
あ
る
「
前
納
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
口
座
振
替

に
よ
る
「
前
納
」
と
現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
に
よ
る
「
前
納
」
が
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
口
座
振
替
で
「
前
納
」
さ
れ
る
と
現
金
納

付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
「
前
納
」
よ

り
も
割
引
額
が
多
く
お
得
で
す
。
 

口
座
振
替
に
よ
る
６
カ
月
（
４
～
９
月
分
）、

１

年
お
よ
び
２
年
前
納
の
お
申
し
込
み
 

期
限
は
令
和
２
年
２
月
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
４
月
末
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。）

 

詳
し
く
は
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
港
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

港
年
金
事
務
所
 
 
０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１
 

   
法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
「
第

37回
く
ら
し

の
法
律
・
税
金
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
 

◎
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談
・
遺
言
相
談
 

 
皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
、
遺
言
相
談
に
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま

す
。
遺
言
な
ど
公
証
人
の
公
正
証
書
作
成
（
有
料
）

は
、
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

※
今
回
の
父
島
会
場
は
「
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

【
父
島
】
２
月

13日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時
 

２
月

14日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
 

場
所
 
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー
 

【
母
島
】
２
月

13日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時
 

２
月

14日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時
 

場
所
 
母
島
支
所
 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話
 
 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０
 

   

  【
実
施
日
程
】
２
月
６
日
（
木
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時
 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】
２
月

28日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

  出
張
期
間
：

12月

18日
～

29日
 

 ・
全
離
島
合
同
会
議
、
離
島
振
興
懇
談
会
 

・
国
、
都
、
関
係
機
関
年
末
挨
拶
 

・
予
算
関
係
会
議
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
等
 

   

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
を
行
う

場
合
は
、
届
出
が
必
要
で
す

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
と
 

使
用
期
限

 

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
は
割
引
が

あ
り
ま
す

 

第

37回
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談

 

行
政
相
談
所
の
開
設

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

 

村
長
出
張
報
告
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昨
年

11月
に
実
施
し
ま
し
た
健
康
診
断
の
結
果

に
基
づ
き
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
と
な
る
方

に
、
個
別
に
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
 

対
象
と
な
っ
た
方
は
、
保
健
師
（
※
）
と
面
接

（

20分
程
度
）
を
し
、
今
後
の
生
活
習
慣
等
指
導

を
受
け
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
の
日
程
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ
」
の
保
健
師

が
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。
 

○
対
象
者
…
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
健
康
診
断

結
果
票
に
「
積
極
的
支
援
」「
動
機
づ
け
支
援
」
の

記
載
が
あ
る
方
。
 

【
父
島
】
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
役
場
 

《
日
時
》
２
月

15日
（
土
）
～

17日
（
月
）
 

 
 
 
 
午
前
９
時
～
午
後
６
時
 

【
母
島
】
 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室
 

《
日
時
》
２
月

21日
（
金
）
 

午
前

10時
～
午
後
５
時
 

●
問
合
せ
先
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

  

固
定
資
産
税
の
か
か
る
土
地
や
家
屋
は
、
現
況
の

用
途
に
応
じ
て
課
税
し
て
い
ま
す
。
 

土
地
や
家
屋
の
用
途
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

○
家
屋
の
用
途
が
変
っ
た
と
き
 

（
例
）
民
宿
か
ら
居
宅
に
変
更
 
等
 

○
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
し
た
と
き
 

（
例
）
裏
庭
に
倉
庫
を
建
て
た
 
等
 

○
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た
と
き
 

（
例
）
離
れ
を
取
り
壊
し
た
 
等
 

○
土
地
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た
と
き
 

（
例
）
畑
か
ら
山
林
 
等
 

●
問
合
せ
先
 
 
財
政
課
税
務
係
 
２
―
３
１
１
２
 

  

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
、
所
有
者
変
更
、
転
出
な

ど
の
手
続
き
は
お
早
目
に
！
 

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
軽
自
動
車
等
(原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
)の
所

有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
か
か
る
税
金
で

す
。
 

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等
が
譲
渡
、
廃
棄
（
共
勝
丸

で
搬
出
し
た
車
両
も
含
む
）、
盗
難
、
紛
失
な
ど
に

よ
り
現
在
手
元
に
な
い
場
合
や
、
ま
だ
廃
車
手
続
き

を
し
て
い
な
い
方
は
所
管
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

４
月
１
日
ま
で
に
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

納
税
通
知
書
（
納
付
書
）
は
４
月
１
日
の
所
有
者
へ

送
付
さ
れ
ま
す
。
譲
渡
の
届
出
の
遅
れ
や
、
未
届
け

と
い
う
事
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
年
度
の

途
中
で
廃
車
や
譲
渡
の
手
続
き
を
さ
れ
て
も
税
金
の

払
い
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
小
笠
原
村
ナ
ン
バ
ー
以
外
の
車
両
は
内
地

で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
所
管
の

窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

               ●
問
合
せ
先
 
 
財
政
課
税
務
係
 
２
―
３
１
１
２
 

   
２
月
は
、
固
定
資
産
税
（
第
４
期
）
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
４
期
）
の
納
期
で
す
。
 

 
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
３
月
２
日
(月
)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
２
―
３
１
１
２
 

 
 
 
 
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

    
父
島
・
母
島
に
お
け
る
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
臨

港
地
区
（
港
湾
を
管
理
運
営
す
る
た
め
定
め
る
地

区
）
の
指
定
に
関
す
る
都
市
計
画
変
更
案
を
縦
覧
し

ま
す
。
 

【
縦
覧
期
間
】
 

２
月

19日
（
水
）
～
３
月
４
日
（
水
）
 

【
縦
覧
場
所
】
 

 
〔
父
島
〕
村
役
場
総
務
課
（
窓
口
）
 

 
〔
母
島
〕
母
島
支
所
（
窓
口
）
 

 
な
お
、
縦
覧
の
際
に
変
更
案
の
説
明
も
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
声
か
け
下
さ
い
。
 

 
ま
た
、
変
更
案
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
 

【
説
明
会
】
 

〔
日
時
〕
２
月

19日
（
水
）
午
前

10時
 

〔
場
所
〕
村
役
場
会
議
室
 

 
 
 
 
母
島
支
所
会
議
室
 

 
な
お
、
説
明
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
、
父
島
・
母
島
同
時
に
開
催
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
総
務
課
企
画
政
策
室
 
 
 
 
２
―
３
１
１
１
 

 
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

      【
日
時
】
 

２
月

26日
（
水
）
午
後
５
時
～
６
時
 

【
場
所
】
 

母
島
村
民
会
館
 
２
階
会
議
室
 

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
 

退
職
・
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２

―
２
１
０
２
 

  【
試
験
日
時
】
２
月

24日
(月
)午

前
９
時
～
 

【
申
込
締
切
】
２
月

21日
(金
)午

後
５
時
ま
で
 

※
申
込
書
は
、
警
察
署
及
び
母
島
駐
在
所
に
あ
り
ま

す
。
 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
 

《
学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
》
 

 
実
技
講
習
を
、
３
月

20日
（
金
）
に
警
察
署
敷

地
内
で
の
整
備
点
検
要
領
及
び
島
内
路
上
走
行
訓
練

を
実
施
予
定
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
警
察
署
 
 
２
―
２
１
１
０
 

      

○
二
輪
の
軽
自
動
車
 

○
二
輪
の
小
型
自
動
車
 

※
排
気
量
１
２
６
㏄
以
上

の
オ
ー
ト
バ
イ
 

○
軽
自
動
車
 

（
三
輪
以
上
）
 

○
原
動
機
付
自
転
車
 

○
小
型
特
殊
自
動
車
 

（
農
耕
作
業
用
、
そ
の
他
）
 

※
小
笠
原
ナ
ン
バ
ー
が
 

つ
い
て
い
る
も
の
 

車
種
区
分
 

関
東
運
輸
局
東
京
運
輸

支
局
 

０
５
０
‐
５
５
４
０
 

‐
２
０
３
０
 

軽
自
動
車
検
査
協
会
 

東
京
主
管
事
務
所
 

０
５
０
‐
３
８
１
６
 

‐
３
１
０
０
 

小
笠
原
村
役
場
 

財
政
課
税
務
係
 

２
‐
３
１
１
２
 

母
島
支
所
３
‐
２
１
１
１
 

手
続
き
窓
口
 

 

国
民
健
康
保
険
特
定
保
健
指
導
の
 

実
施
に
つ
い
て

 

土
地
・
家
屋
の
用
途
変
更
の
届
出

 

軽
自
動
車
な
ど
の
各
種
届
出

 
今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

 

小
笠
原
都
市
計
画
の
変
更
案
（
臨
港
地

区
の
指
定
）
の
縦
覧
に
つ
い
て

 

母
島
巡
回
労
働
相
談
 

原
付
免
許
学
科
試
験
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亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
定
農
業
者
･認

定
就
農
者
お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者

を
対
象
に
「
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
い
た
し
ま

す
。
今
回
は
果
樹
栽
培
と
土
壌
肥
料
の
２
本
立
て
で

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

【
内
容
お
よ
び
講
師
】
 

①
『
果
樹
栽
培
に
お
け
る
先
進
事
例
紹
介
』
 

 
両
角
 
正
博
（
東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
）
 

②
『
小
笠
原
の
土
壌
と
肥
料
の
適
正
利
用
に
つ
い

て
』
 

 
北
山
 
朋
宏
（
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
）
 

【
開
講
日
お
よ
び
場
所
】
 

母
島
：
２
月

25日
（
火
）
午
後
４
時

30分
～
６
時
 

場
所
：
母
島
出
張
所
２
階
会
議
室
 

父
島
：
２
月

27日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時

30分
 

場
所
：
農
協
直
売
所
２
階
会
議
室
 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
居
住
す
る
農
業
者
 

※
な
お
、
２
月
４
日
(火
) 午

後
３
時

30分
よ
り
実

施
い
た
し
ま
す
「
令
和
元
年
度
成
果
報
告
会
(父

島

会
場
：
農
協
直
売
所
２
階
会
議
室
)」

に
も
皆
様
の

ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
 
 
２
―
２
１
０
４
 

  

今
年
度
も
小
笠
原
の
星
ま
つ
り
、
ス
タ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド

19が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
 

○
天
体
観
望
会
 

【
日
時
】
２
月

13日
（
木
）
 

  
 
 
午
後
６
時

30分
〜
午
後
７
時

30分
 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
（
お
祭
り
広
場
）
 

○
宇
宙
講
演
会
 

【
日
時
】
２
月

14日
（
金
）
 

 午
後
７
時
〜
午
後
８
時
  

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室
 

【
内
容
】
国
立
天
文
台
 
田
崎
 文
得
 
  

「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
撮
影
に
成
功
！
〜
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
舞
台
裏
〜
」
 

○
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
局
公
開
 

【
日
時
】
２
月

15日
（
土
）
 

 午
前

10時
〜
午
後
４
時
  

【
場
所
】
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局
 

（
父
島
旭
山
）
 

【
内
容
】
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
撮
影
秘
話
・
ミ
ニ
講
演

会
・
ア
ン
テ
ナ
ぐ
る
ぐ
る
回
し
・
記
念
写
真
シ
ー

ル
・
ふ
し
ぎ
理
科
実
験
・
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
 

【
そ
の
他
】
当
日
は
小
笠
原
観
光
前
発
の
無
料
バ
ス

が
運
行
さ
れ
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

  
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局
 

  
 

 
 
 
 ２

―
７
３
３
３
 

       

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
が
来
島
し
、
島

し
ょ
部
認
知
症
対
応
力
向
上
の
た
め
、
村
民
向
け
に

認
知
症
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
 

①
 
『
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
た
め
に
』
 

【
日
時
】
２
月

14日
（
金
）
午
前
９
時

50分
～
午

前

10時

50分
 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム
 

※
父
島
で
は
行
い
ま
せ
ん
。
 

②
『
認
知
症
予
防
と
備
え
』
 

【
日
時
】
２
月

15日
（
土
）
午
前

10時

45分
～

午
前

11時

45分
 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
、
母

島
村
民
会
館
２
階
大
会
議
室
 

※
母
島
は
テ
レ
ビ
回
線
を
使
っ
て
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
と
な
り
ま
す
。
 

※
ど
ち
ら
も
申
込
み
は
不
要
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

     

２
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
２
月
６
日
(木
)午

後
２
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）
 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
 

・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

   
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計

測
の
み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
当
日
受
診

で
き
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児
 

日
時
：
２
月

13日
（
木
）
 

受
付
時
間
：
午
後
２
時
～
３
時

30分
 

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

  

管
理
栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子

様
と
保
護
者
 

【
日
時
】
２
月

17日
(月
) 

午
前

10時
～

11時

30分
 

【
集
合
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間
 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

【
予
約
締
切
】
２
月

12日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
 

 ●
予
約
・
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
 
３
―
２
１
１
１
 

  ～
一
日
限
り
の
栄
養
教
室
 
「
島
料
理
」
～
 

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
島
料
理
」。

島
の
食
材
を
使
っ

た
塩
分
控
え
め
で
健
康
的
な
料
理
が
習
え
ま
す
♪
管

理
栄
養
士
と
一
緒
に
簡
単
で
美
味
し
い
島
料
理
を
作

り
ま
せ
ん
か
？
 

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
参
加
で
き
ま
す
(

20歳
以

上
) 

【
日
時
】
２
月

16日
（
日
）
午
後
２
時
～
５
時
 

【
集
合
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間
 

※
父
島
は
３
月
４
日
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
お
楽
し
み
に
。
 

【
定
員
】
７
名
 
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 
 

予
約
締
切
：
２
月

12日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
 

【
講
師
】
管
理
栄
養
士
（
医
療
課
）
 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
 

 ●
申
込
・
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
 
３
―
２
１
１
１
 

   

第
２
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講
 

の
お
知
ら
せ
 

ス
タ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド

19開
催
 

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
演
 

の
お
知
ら
せ
（
母
島
・
父
島
）

 

定
期
予
防
接
種

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

 

育
児
学
級
（
お
や
つ
の
会
）（

母
島
）

栄
養
教
室
（
母
島
）
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  助
産
師
に
卒
乳
や
お
っ
ぱ
い
に
関
す
る
相
談
が
で
き

る
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

お
っ
ぱ
い
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
  

【
対
象
者
】
１
歳
～
卒
乳
を
迎
え
て
い
な
い
お
子
様

と
保
護
者
 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具
 

【
日
時
】
２
月

17日
（
月
）
午
前

10時
 

～
11時

30分
 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

●
予
約
・
問
合
せ
先
 村

民
課
福
祉
係
  

２
―
３
９
３
９
 

   

 
昨
年
好
評
だ
っ
た
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
今
年

も
行
い
ま
す
。
き
れ
い
な
星
空
を
見
な
が
ら
み
ん
な

で
夜
明
道
路
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？
 

【
対
象
者
】

20歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を

と
め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
下
さ
い
）
 

【
日
時
】
２
月
１
日
(土
)午

後
６
時
～
９
時

30分
 

（
受
付
開
始
５
時

45分
）
 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口
 

【
コ
ー
ス
】
福
祉
セ
ン
タ
ー
(ス

タ
ー
ト
)→
奥
村
→

夜
明
道
路
→
扇
浦
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
(ゴ

ー
ル
) 

 
ゴ
ー
ル
地
点
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
車
で
送

迎
い
た
し
ま
す
。
 

【
持
ち
物
】
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
懐
中
電

灯
(首

や
頭
に
装
着
す
る
タ
イ
プ
が
お
勧
め
で
す
) 

【
事
前
申
し
込
み
】
不
要
 

＊
雨
天
中
止
 

中
止
の
判
断
に
迷
わ
れ
る
方
は
、
当
日
午
後
５
時

以
降
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
(２

―
２
９
１
１
)に

お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

 

     【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
時
》
２
月

22日
(土
)午

前
・
午
後
 

 
 
 
２
月

25日
(火
)～

27日
(木
)午

前
・
午
後
 

※
２
月

23日
(日
)・

２
月

24日
(月
)は
休
診
で

す
。
 

【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
時
》
２
月

20日
（
木
）
午
前
・
午
後
 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
 

事
前
に
電
話
又
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

※
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）
の
午

後
１
時

30分
～
午
後
５
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

  

小
笠
原
村
診
療
所
で
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」
の
保

険
診
療
を
開
始
し
ま
す
。
 

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
方
で
次
の
条
件
に
該
当
す
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

・
喫
煙
本
数
×
喫
煙
年
数
が
２
０
０
本
以
上
の
方
 

（

35歳
未
満
の
方
は
本
数
条
件
が
あ
り
ま
せ
ん
）
 

・
す
ぐ
に
禁
煙
し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
方
 

・
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
文
書
で
同
意
す
る
方
 

＊
禁
煙
外
来
に
ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

  

  ※
妊
娠
、
出
産
、
母
乳
、
育
児
、
妊
活
、
更
年
期
、

思
春
期
な
ど
助
産
師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
 

日
時
：
随
時
(完
全
予
約
制
) 

対
象
：
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
女
性
 
 

※
男
性
か
ら
の
相
談
も
歓
迎
 

料
金
：
相
談

60分
 
５
０
０
円
 

(乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
１
，
０
０
０
円
～
) 

申
し
込
み
方
法
：
受
付
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
 

           ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 ２

―
３
８
０
０
 

助
産
師
・
熊
谷
 

母
島
診
療
所
 
 
 ３

―
２
１
１
５
 

 
 
 
 
 
 
助
産
師
・
山
並
 

   

２
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
─
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

【
村
民
割
引
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
】
 

村
民
割
引
を
利
用
し
て
購
入
し
た
乗
船
券
で
別
の

方
が
乗
船
す
る
こ
と
は
、
運
送
約
款
上
の
不
正
乗
船

に
該
当
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
不
正
行
為
を
発
見
し
た
場
合
は
、
小

笠
原
海
運
㈱
お
よ
び
伊
豆
諸
島
開
発
㈱
の
運
送
約
款

に
基
づ
き
正
規
運
賃
・
料
金
の
ほ
か
に
２
倍
相
当
額

の
割
増
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た

発
見
後
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
と
も
村

民
割
引
の
適
用
を
拒
否
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

な
お
、
悪
質
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
法
的
措
置
を

と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

                                

育
児
学
級
（
卒
乳
の
会
）

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
～
夜
明
道
路
～

 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療

 

小
笠
原
村
診
療
所
禁
煙
外
来
開
始

 

｢助
産
師
相
談
室
｣は

じ
め
ま
し
た

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 16,087 等級 大人 小人

50,250 43,000 25,130 (+159) 4,420 2,210

(+750) (+650) (+380) 14,976 (+470) (+230)

36,290 29,040 18,150 (+148) 5,310 2,660

(+540) (+440) (+270) 13,776 (+570) (+290)

27,340 21,880 13,670 (+136) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+410) (+330) (+200) 1,612

24,000 19,200 12,000 (+16)

(+360) (+280) (+180) 1,200 9,056

等級 村民 村民小人 身障者 (+12) (+608)

41,180 20,590 25,130 8,490

(+610) (+300) (+380) (+570)

27,220 13,610 18,150 7,924

(+400) (+200) (+270) (+532)

20,510 10,260 13,670 907

(+310) (+160) (+200) (+61)

18,000 9,000 12,000 684

(+270) (+130) (+180) (+46)

5,000

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3,000

2等和室
小口

0.075t以下

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室

2月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品
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  （
正
社
員
・
パ
ー
ト
）
父
島
３
名
・
母
島
１
名
 

【
仕
事
内
容
】
介
護
職
員
 

【
資
格
】
介
護
職
員
実
務
者
研
修
以
上
 

（
介
護
職
経
験
１
年
以
上
）
 

 
 
 
 
普
通
自
動
車
免
許
（
ペ
ー
パ
ー
不
可
）
 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時

15分
 
 

（
休
憩

60分
）
 

【
休
日
】
週
休
２
日
制
 
基
本
土
日
祝
日
 

【
給
与
】
経
験
年
数
に
よ
る
 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
明
老
会
 
 
 
 
２
―
３
９
１
１
 

   

商
工
会
で
は
、
税
理
士
を
招
き
小
規
模
事
業
者
対

象
に
税
務
相
談
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
 

税
金
に
つ
い
て
疑
問
、
質
問
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
予
約
制
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
商
工
会
ま

で
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

［
母
島
］
場
所
：
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室
 

２
月
８
日
(土
)午

後
７
時
～
９
時
 

10日
(月
)午

前
９
時
～
正
午
 

 
 
 
 
  

    午
後
２
時
〜
４
時
 

［
父
島
］
場
所
：
商
工
会
館
（
Ｂ
―
し
っ
ぷ
）
２
階

会
議
室
 

２
月

12日
(水
)・

13日
(木
)・

15日
(土
) 

 
 
 
 
 
 
 
 午

前
９
時
～
正
午
 

 
 
 
 
 
 
 
 午

後
２
時
〜
４
時
 

［
持
ち
物
］
 

○
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書
類
 

○
２
０
１
９
年
中
の
売
上
や
経
費
を
ま
と
め
た
も
の
 

○
平
成

30・

31年
に
提
出
し
た
確
定
申
告
書
・
消

費
税
申
告
書
・
決
算
書
等
の
控
え
 

 ●
申
込
・
問
合
せ
先
 

 
 
 
 
 
 
小
笠
原
村
商
工
会
 
２
―
２
６
６
６
 

 
 

   
 東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合
で
は
、
令
和
３
年
４

月
１
日
を
目
途
に
小
笠
原
地
区
、
八
丈
島
地
区
、
利

島
地
区
を
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
農
協
と
し

て
設
立
す
る
と
い
う
方
針
を
令
和
元
年
６
月

22日

の
総
代
会
に
て
決
議
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
が
な
さ
れ
る
と
、
小
笠
原
地
区
の
信
用
・
共

済
事
業
に
つ
い
て
は
店
舗
統
廃
合
さ
れ
る
事
と
な
り

ま
す
が
、
み
な
さ
ま
の
口
座
や
貯
金
、
共
済
契
約
が

消
失
・
無
効
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
今
後
の
母
島
の
郵
便
局
に
つ
い
て
は
、
島

し
ょ
農
協
の
分
割
・
独
立
に
合
わ
せ
て
、
小
笠
原
村

役
場
が
簡
易
郵
便
局
の
開
局
及
び
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
村
役
場
と
合
同

で
島
民
向
け
説
明
会
を
以
下
の
と
お
り
実
施
致
し
ま

す
。
 

 【
説
明
内
容
】
信
用
事
業
及
び
簡
易
郵
便
局
事
業
に

つ
い
て
 

【
日
時
】（

父
島
）
２
月

10日
（
月
）
 

午
後
１
時
～
(第

１
回
) 

 

午
後
６
時
～
(第

２
回
) 

（
母
島
）
２
月

11日
（
火
）
 
 
 

午
後
１
時

30分
～
(第

１
回
) 

 

午
後
６
時

30分
～
(第

２
回
) 

○
説
明
会
は
す
べ
て
同
じ
内
容
に
な
り
ま
す
。
 

【
場
所
】
(父

島
)地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

(母
島
)母

島
村
民
会
館
 

 ●
問
合
せ
先
 
 

東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合
小
笠
原
父
島
支
店
 
 

２
―
２
９
３
１
 

   

       

平
成

10年
に
「
飼
い
ネ
コ
適
正
飼
養
条
例
」
が

制
定
さ
れ
、
村
内
の
飼
い
ネ
コ
の
登
録
推
進
や
適
正

飼
養
が
浸
透
し
た
お
か
げ
も
あ
り
、
集
落
内
で
は
ハ

ト
や
コ
ウ
モ
リ
が
ネ
コ
に
襲
わ
れ
る
被
害
が
減
少
し

ま
し
た
。
村
で
は
、
こ
の
ネ
コ
対
策
の
経
験
を
活
か

し
、
ネ
コ
、
イ
ヌ
に
限
ら
ず
、
ウ
サ
ギ
、
モ
ル
モ
ッ

ト
や
亀
・
鳥
・
熱
帯
魚
・
昆
虫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
に
ま

で
対
象
を
広
げ
、
適
正
飼
養
の
推
進
や
野
生
下
に
放

た
れ
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
具
体
的
な
制
度
と
し
て
「
愛
玩
動
物
の
適
正
な

飼
養
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
以
下
、
ペ
ッ
ト
条

例
）」

の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
同

条
例
（
素
案
）
を
と
り
ま
と
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
２
月

10日
(月
)ま

で
募
集
し
て
い
ま
す

（
詳
細
は
先
月
号
ま
た
は
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）。

 

ま
た
、
同
条
例
の
内
容
や
意
見
募
集
の
結
果
を
説

明
す
る
た
め
、
次
の
日
程
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
 

○
母
島
 

【
日
時
】
２
月

14日
（
金
）
午
後
７
時
～
 

 
 
 
 
２
月

15日
（
土
）
午
後
６
時
～
 

【
場
所
】
母
島
支
所
 
大
広
間
 

○
父
島
 

【
日
時
】
２
月

16日
（
日
）
午
後
６
時
～
 

【
場
所
】
村
役
場
本
庁
舎
会
議
室
 

○
主
な
条
例
内
容
 

・
ペ
ッ
ト
の
飼
養
登
録
・
適
正
飼
養
・
遺
棄
の
禁
止

に
つ
い
て
 

・
島
外
か
ら
の
動
物
の
持
込
み
申
告
・
ペ
ッ
ト
の
持

込
み
制
限
に
つ
い
て
 

●
問
合
せ
先
 
 
環
境
課
環
境
係
 
２
―
３
１
１
１
 

  

父
島
か
ら
わ
ず
か
数
百
ｍ
し
か
離
れ
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
で
こ
こ
に
し
か
い
な
い
カ
タ

ツ
ム
リ
や
昆
虫
の
楽
園
で
あ
る
兄
島
で
は
、
そ
れ
ら

の
生
き
物
を
守
る
た
め
、
昆
虫
類
を
襲
う
グ
リ
ー
ン

ア
ノ
ー
ル
や
カ
タ
ツ
ム
リ
・
在
来
植
物
を
襲
う
ク
マ

ネ
ズ
ミ
な
ど
へ
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
世
界
自
然
遺
産
の
価
値
の
中
心
で
あ

り
、
か
つ
重
大
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
兄
島
の
状
況

に
つ
い
て
、
保
全
対
策
の
現
場
を
直
接
見
た
り
、
保

全
対
象
の
生
き
物
を
観
察
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
自

然
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
や
新
た
な
外
来
種
を
生
み

出
さ
な
い
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、「

村
民
向
け
兄
島
視
察
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

【
日
時
】
２
月

23日
(日
) 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
頃
 

【
視
察
場
所
】
兄
島
タ
マ
ナ
ビ
ー
チ
～
台
地
上
～
滝

之
浦
 

【
応
募
方
法
（
事
前
申
込
制
：
①
か
ら
③
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
）】

 

①
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方
 

※
平
成

26年
１
月
以
降
、
環
境
省
や
村
が
主
催
し

た
兄
島
視
察
会
に
初
め
て
参
加
す
る
方
を
優
先
と
し

ま
す
。
 

②
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
（
目
安
と
し
て
、
高
山
経

由
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
の
遊
歩
道
、
乳
房
山
遊
歩
道
が
余

裕
を
持
っ
て
歩
け
る
程
度
）
 

※
視
察
す
る
コ
ー
ス
上
の
道
は
、
あ
く
ま
で
作
業
用

で
あ
る
こ
と
か
ら
足
場
が
悪
く
、
想
像
以
上
に
体
力

を
消
耗
し
ま
す
。
 

③
滑
り
止
め
の
し
っ
か
り
し
た
靴
（
登
山
靴
、
ス
パ

イ
ク
足
袋
な
ど
）
を
お
持
ち
の
方
 

※
登
山
や
作
業
向
き
の
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
手
袋
は
貸
与
し
ま
す
。
 

 ●
申
込
・
問
合
せ
先
 

環
境
課
環
境
係
 
２
―
３
１
１
１
 

 

明
老
会
職
員
募
集
 

税
務
相
談
会
の
お
知
ら
せ
 

東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合
か
ら
の

お
知
ら
せ
 

愛
玩
動
物
の
適
正
な
飼
養
及
び
 

管
理
に
関
す
る
条
例
 
 

住
民
説
明
会
に
つ
い
て

 

兄
島
視
察
会
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村
民
参
加
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
オ
ガ
グ

ワ
の
森
」
と
「
母
島
の
森
」
で
は
、
次
の
日
程
で

「
森
づ
く
り
体
験
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

●
母
島
の
森
 冬

の
地
な
ら
し
体
験
会
 

今
回
は
、
次
の
植
栽
予
定
地
の
地
な
ら
し
や
看
板
の

題
字
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
２
月

15日
（
土
）
午
後
４
時
頃
ま
で
 

【
集
合
時
間
・
場
所
】
午
前

12時
30分

 
 

沖
港
船
客
待
合
所
前
駐
車
場
 

【
作
業
場
所
】
母
島
静
沢
の
村
有
地
（
遊
歩
道
）
 

【
服
装
・
持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、

飲
み
物
な
ど
 

※
作
業
に
必
要
な
ノ
コ
ギ
リ
、
剪
定
ば
さ
み
等
は
貸

与
し
ま
す
。
 

●
オ
ガ
グ
ワ
の
森
 冬

の
地
な
ら
し
体
験
会
 

今
回
は
、
次
の
植
栽
予
定
地
の
地
な
ら
し
や
沢
沿
い

の
マ
ル
ハ
チ
復
活
作
戦
（
ア
カ
ギ
の
根
の
除
去
）
な

ど
を
行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
２
月

29日
(土
) 
昼
頃
ま
で
 

【
集
合
時
間
・
場
所
】
午
前
８
時

30分
 

 
村
役
場
駐
車
場
 

【
作
業
場
所
】
父
島
長
谷
の
村
有
地
（
林
内
）
 

【
服
装
・
持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、

飲
み
物
な
ど
 

※
作
業
に
必
要
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ノ
コ
ギ
リ
、
剪
定

ば
さ
み
等
は
貸
与
し
ま
す
。
 

●
申
込
・
問
合
せ
先
 

環
境
課
環
境
係
 
２
―
３
１
１
１
 

  【
休
診
日
】
２
月
７
日
（
金
）
～

26日
（
水
）
 

※
診
療
は

28日
（
金
）
か
ら
再
開
し
ま
す
。
 

※
ペ
ッ
ト
向
け
診
療
日
は
月
・
水
・
金
で
す
。
休
診

日
は
火
・
木
・
土
・
日
・
祝
日
で
す
。
 

※
同
室
は
野
生
動
物
を
扱
う
施
設
で
も
あ
る
た
め
、

緊
急
で
野
生
動
物
の
治
療
を
行
う
際
、
飼
い
主
の
方

に
は
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、
予
約
日
時
を
変
更
い
た

だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

※
ペ
ッ
ト
を
大
切
に
飼
う
機
会
と
し
て
、
同
室
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
診
療
内
容
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
的
な
治
療
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
内
地
の
か
か
り
つ
け
医
の
ご
利
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 

環
境
課
環
境
係
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
）
 
 

２
―
３
１
１
１
 

   

次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
下
記
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、

別
途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 
 

１
 村

民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。

実
施
時
間
は
、
１
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実

施
し
ま
す
の
で
、
１
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ

い
。
 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

◎
父
島
会
場
 

【
日
時
】
２
月

17日
（
月
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時

30分
 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室
 
 

◎
母
島
会
場
 

【
日
時
】
２
月

14日
（
金
）
午
後
６
時
～
７
時
 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

●
必
要
な
物
 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許

証
な
ど
）、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２

―
３
４
０
３
 

     
４
月
か
ら
父
島
、
母
島
及
び
聟
島
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
内
（
国
有
林
）
の
指
定
ル
ー
ト
を
ガ
イ
ド

及
び
環
境
教
育
指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方
を
対

象
と
し
た
新
規
及
び
更
新
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
な
お
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
は
、
南
島
又

は
石
門
の
限
定
で
す
。
そ
れ
以
外
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
講
習
の
受
講
が
必
要
で

す
。
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

１
 
対
象
者
 

①
指
定
ル
ー
ト
を
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
と

し
て
利
用
さ
れ
る
方
 

②
①
を
受
講
さ
れ
た
方
又
は
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
登
録
ガ
イ
ド
（
陸
域
ガ
イ
ド
）
の
方
で
東

平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
 

(Ｓ
Ａ
) の
林
内
歩
道
２
を
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育

指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方
 

２
 
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間
 

 
～
講
習
前
日
ま
で
の
午
前
８
時
～
午
後
５
時
ま
で

（
た
だ
し
、
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
の
閉
庁
日
及
び

正
午
～
午
後
１
時

30分
を
除
く
。）

 

３
 
受
付
方
法
 

 
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期
間
内
に
希
望

の
講
習
内
容
を
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
習
当
日
は
、

18歳
以
上
(平

成

31年
４
月
１
日

現
在
)で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
（
免
許
証

な
ど
）、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
 

４
 
会
場
及
び
開
催
日
時
 
 
 
 
 
 
 

◎
父
島
会
場
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

【
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
(新
規
・
更
新
）】

 

《
Ⅰ
》
２
月
４
日
（
火
）
 

（
新
規
）
午
後
１
時

30分
～
５
時

30分
 

（
更
新
）
午
後
４
時
～
５
時

30分
 

《
Ⅱ
》
３
月

12日
（
木
）
 

（
新
規
）
午
後
１
時

30分
～
５
時

30分
 

（
更
新
）
午
後
４
時
～
５
時

30分
 

※
更
新
の
方
も
新
規
講
習
か
ら
の
受
講
は
可
能
で

す
。
 

【
Ｓ
Ａ
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更

新
）】

 

《
Ⅰ
》
２
月
４
日
（
火
）
午
後
６
時
～
７
時
 

《
Ⅱ
》
３
月

12日
（
木
）
午
後
６
時
～
７
時
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２

―
３
４
０
３
 

    
本
年
度
第
３
回
目
の
小
笠
原
部
会
を
、
次
の
日
程

で
公
開
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

【
小
笠
原
部
会
】
 

《
日
時
》
２
月

25日
（
火
）
午
後
３
時
～
５
時
 

《
場
所
》
 

（
父
島
）
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
 

（
母
島
）
村
民
会
館
２
階
会
議
室
 

森
づ
く
り
体
験
会
の
ご
案
内

 

動
物
対
処
室
の
長
期
休
診

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入

林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
 

保
護
地
域
「
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育

指
導
者
向
け
利
用
講
習
会
」
 

（
父
島
）
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域

部
会
（
小
笠
原
部
会
）
の
開
催
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●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ２
―
３
４
０
３
 

   

国
有
林
で
は
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地

域
に
お
い
て
、
特
異
的
・
原
生
的
な
自
然
を
後
世
に

残
す
た
め
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
次
に
よ
り
保
全
セ
ン
タ
ー
ほ
か
の
取
組
報
告
と

宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授
谷
本
丈
夫
氏
な
ら
び
に
駒
澤

大
学
教
授
清
水
善
和
氏
の
特
別
講
演
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

【
内
容
】
 

①
国
有
林
の
取
組
報
告
 

（
保
全
セ
ン
タ
ー
ほ
か
：

30分
）
 

②
特
別
講
演
１
 

 
 
小
笠
原
、
樹
と
森
の
開
拓
史
 

 
（
宇
都
宮
大
学
谷
本
氏
：

30分
）
 

③
特
別
講
演
２
 

 
 
１
９
８
３
年

17号
台
風
が
小
笠
原
の
植
生
に

与
え
た
影
響
 

（
駒
澤
大
学
清
水
氏
：

30分
）
 

父
島
会
場
：
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
多
目
的
室
 

【
日
時
】
２
月

26日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時
 

母
島
会
場
：
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

【
日
時
】
２
月

27日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ２
―
３
４
０
３
 

   

母
島
に
お
け
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
現
状

と
保
全
対
策
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。
 

近
年
、
観
察
数
の
低
下
し
て
い
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ

ワ
ラ
ヒ
ワ
に
つ
い
て
、
現
状
と
属
島
に
お
け
る
保
全

対
策
を
説
明
し
、
意
見
を
伺
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
２
月

13日
（
火
）
午
後
６
時
～
７
時
 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ２
―
３
４
０
３
 

  

２
月
の
開
館
日
：
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
 

～
出
港
日
 

開
館
時
間
：
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

【
特
別
展
】
 

■
本
館
 
 

「
く
じ
ら
展
～
小
笠
原
の
海
の
大
き
な
仲
間
た
ち
」
 

２
月

13日
開
催
予
定
 

 
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
（
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
）、
マ
ッ
コ
ウ
ク

ジ
ラ
（
ハ
ク
ジ
ラ
）
の
違
い
、
大
き
さ
、
小
笠
原
海

域
で
の
最
近
の
鯨
類
の
報
告
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
 

■
新
館
 
 

「
遊
歩
道
の
固
有
植
物
 父

島
編
～
た
ど
り
つ
い
た

キ
セ
キ
、
め
ぐ
り
あ
っ
た
キ
セ
キ
」
開
催
中
 

父
島
の
遊
歩
道
で
み
ら
れ
る
固
有
の
植
物
に
つ
い

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
 

【
講
演
会
】
 

●
２
０
２
０
年
第
１
回
首
都
大
学
東
京
公
開
講
座

（
卒
研
報
告
）
 

「
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
降
水
量
の
季
節
変
化
に
及

ぼ
す
台
風
の
影
響
～
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
年
，
ラ
ニ
ー
ニ

ャ
年
，
通
常
年
に
注
目
し
て
」
 

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
時
，
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
時
，
通
常
時
に

お
け
る
台
風
経
路
や
，
台
風
に
よ
る
降
水
量
の
違
い

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
 

《
企
画
》
松
山
 洋

（
首
都
大
学
東
京
 
都
市
環
境

科
学
研
究
科
教
授
）
 

《
講
演
者
》
フ
ロ
ー
レ
ス
慈
英
（
首
都
大
学
東
京
 

都
市
環
境
学
部
 
地
理
環
境
コ
ー
ス
４
年
）
 

《
日
時
》
２
月

13日
（
木
）
午
後
７
時
〜
８
時
 

《
主
催
》
首
都
大
学
東
京
 

《
共
催
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ
(ボ
ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協

会
）
 

《
協
力
》
小
笠
原
村
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園

協
会
 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル
 

●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

   ◆
写
真
展
―
国
指
定
鳥
獣
保
護
管
理
員
が
み
た
鳥
た

ち
―
 

何
千
キ
ロ
も
旅
を
す
る
渡
り
鳥
た
ち
に
と
っ
て
、

小
笠
原
は
大
事
な
中
継
地
。
繁
殖
の
た
め
に
や
っ
て

く
る
も
の
や
一
年
中
小
笠
原
で
過
ご
す
も
の
を
合
わ

せ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に

90種
以
上
も
の
鳥
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

『
鳥
獣
保
護
管
理
員
』
は
保
護
区
内
の
巡
視
や
鳥

獣
の
保
護
、
生
息
状
況
調
査
等
を
行
う
非
常
勤
公
務

員
で
す
。
 

冬
に
や
っ
て
く
る
水
鳥
を
中
心
に
、
日
々
の
巡
視

で
管
理
員
が
み
た
鳥
た
ち
の
写
真
等
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
下
さ

い
！
 

【
開
催
期
間
】
２
月

13日
（
木
）
 

～
３
月

11日
（
水
）
 

【
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
及
び
観
光
船
入

港
中
 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時
 

●
問
合
せ
先
 
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

２
―
７
１
７
４
 

   海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の

225 

 ―
２
０
１
９
年
の
産
卵
調
査
結
果
―
 

 
小
笠
原
も
冬
本
番
と
な
り
、
気
温
が

20℃
を
下

回
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
吹
き
付
け
る
風
が

非
常
に
冷
た
く
感
じ
ま
す
。
 

 
さ
て
、
今
回
は
先
月
号
で
少
し
触
れ
た
、
２
０
１

９
年
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
状
況
の
結
果
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。
 

２
０
１
９
年
の
初
産
卵
は
滝
之
浦
で
４
月
下
旬
に

確
認
さ
れ
、
最
後
の
産
卵
は
扇
浦
で

10月
上
旬
に

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ー
ズ
ン
中
の
産
卵
巣
数
を
見

て
み
る
と
、
父
島
列
島
は
１
，
４
６
１
巣
と
、
前
年

の
１
，
５
８
７
巣
に
比
べ
て
少
な
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
対
し
て
、
母
島
列
島
、
聟
島
列
島
で
は
合
わ

せ
て
６
４
１
巣
が
確
認
さ
れ
、
前
年
の
５
２
５
巣
よ

り
も
や
や
多
く
な
り
ま
し
た
。
全
島
合
わ
せ
て
、

２
，
１
０
２
巣
の
産
卵
巣
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

２
０
１
９
年
の
調
査
は
、
秋
に
か
け
て
発
生
し
た

台
風
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。
通
過
後
の
波

風
で
海
が
荒
れ
た
た
め
に
調
査
員
が
海
岸
へ
た
ど
り

着
け
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
他
、
着
け
た
と
し
て

も
、
暴
風
に
よ
り
産
卵
巣
の
位
置
を
割
り
出
す
た
め

の
目
印
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
調
査
で
き
な
か
っ
た
産

卵
巣
や
、
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
産
卵
巣
が
数
多

く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状

況
下
で
も
多
く
の
卵
の
ふ
化
が
確
認
さ
れ
、
約
３

５
，
０
０
０
頭
の
子
ガ
メ
が
海
へ
と
旅
立
ち
ま
し

た
。
 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
周
期
は
４
年
に
一
度
で
あ

る
こ
と
が
調
査
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２

０
１
６
年
に
は
全
島
合
わ
せ
て
３
，
３
４
２
巣
と
、

過
去
最
多
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
そ
れ
か
ら

４
年
後
に
あ
た
り
、
当
時
の
母
ガ
メ
た
ち
が
帰
っ
て

来
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
産
卵
巣
数
は
大
き
く
変

わ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
を
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
、
交
尾
の
た
め
に
カ
メ
た
ち
が
島
の
沿

岸
に
集
ま
り
始
め
ま
す
。
産
卵
に
向
け
た
準
備
が
、

海
の
中
で
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
―
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 
Ｈ
Ｐ
 
https://bonin-ocean.net 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
 

国
有
林
の
取
組
報
告
と
特
別
講
演
会

の
開
催
（
父
島
・
母
島
）
 

意
見
交
換
会
開
催
の
お
知
ら
せ
 

（
母
島
）
 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
 

お
知
ら
せ
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「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
来
遊
状
況
／
Ｏ
Ｗ
Ａ
イ
ン
タ
ー
プ

リ
タ
ー
講
習
会
の
お
知
ら
せ
」
 

 
２
月
に
入
り
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ

ン
に
突
入
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
月
は
、
こ
こ
ま
で

の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。
 

 
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
毎
年

12月
か
ら
翌
５
月
に
か
け

て
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝

30分
間
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
定
点
観
測
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
次
の
グ
ラ
フ
は
、
半
月
ご
と
に
そ
の
平

均
発
見
頭
数
を
ま
と
め
た
結
果
に
な
り
ま
す
。
 

                     
  

  

12月
中
は
ま
だ
ま
だ
来
遊
数
も
少
な
く
、

30分

間
で
平
均
２
頭
の
発
見
で
し
た
が
、
年
が
変
わ
る
頃

か
ら
は
数
が
増
え
始
め
、
１
月
前
半
に
は
平
均
８
頭

と
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
の
発
見
数
と
な
り
ま
し
た
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
２
月
前
半
に
観
測
ピ
ー
ク
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
 

さ
て
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
中
も
周
囲
の
状

況
確
認
を
き
ち
ん
と
行
う
等
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
を
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
楽
し
む
た

め
に
も
、
引
き
続
き
自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ◎
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
新
規
認
定
講
習
会
 

【
日
時
】
 

《
母
島
》
２
月

22日
(土
)午

後
６
時
〜
９
時
 

《
父
島
》
３
月
７
日
(土
)午

後
６
時
〜
９
時
 

【
場
所
】
 

《
母
島
》
村
役
場
母
島
支
所
大
広
間
 

《
父
島
》
Ｂ
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室
 

【
費
用
】
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
 

【
講
習
内
容
】
 

○
小
笠
原
の
基
礎
鯨
類
学
 

○
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
 

【
対
象
者
】

15歳
以
上
 

（
ガ
イ
ド
経
験
不
問
、
鯨
類
と
ガ
イ
ド
の
勉
強
を
し

た
い
方
）
 

※
要
予
約
で
す
。
詳
細
は
村
内
掲
示
板
に
掲
載
さ
れ

る
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 ●
 問

合
せ
先
 
 

 一
般
社
団
法
人
 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
ー
３
２
１
５
 

        

マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
  

第
五
十
八
貝
「
台
風
か
く
あ
り
き
」
 

  昨
年

10月
に
襲
来
し
た
台
風

21号
は
島
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
車
道
も
歩
道
も
倒
木
で
塞

が
れ
、
残
っ
た
木
々
も
葉
を
散
ら
し
、
森
の
様
相
は

一
変
し
た
。
台
風
後
、
主
に
母
島
し
か
見
て
い
な
い

が
、
特
に
酷
か
っ
た
の
が
石
門
の
上
の
段
だ
。
へ
し

折
ら
れ
た
大
木
が
所
々
に
横
た
わ
り
、
林
冠
に
葉
は

一
枚
も
な
く
、
湿
性
高
木
林
の
面
影
も
な
い
。
不
謹

慎
だ
が
、
そ
の
光
景
は
ま
る
で
爆
弾
で
も
落
と
さ
れ

た
の
か
と
思
う
ほ
ど
だ
。
ち
な
み
に
中
の
段
や
下
の

段
は
不
思
議
と
無
事
だ
っ
た
。
海
か
ら
吹
い
た
風
が

石
門
山
に
ぶ
つ
か
り
、
風
の
塊
が
上
の
段
で
暴
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
上
の
段
で
暮
ら
す

マ
イ
マ
イ
た
ち
は
今
後
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ

う
…
 

「
攪
乱
は
島
で
は
よ
く
起
こ
る
こ
と
。
島
の
生
物
は

強
い
、
大
丈
夫
だ
」
 

こ
う
考
え
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
自
分
も
基
本
的

に
は
同
意
見
だ
。
し
か
し
こ
こ
数
年
の
渇
水
で
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
た
事
が
気
に
か
か
る
。
ま
た
、

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
森
は
数
ヶ
月
も
す
れ
ば
回
復
す

る
だ
ろ
う
が
、
ま
ず
復
活
す
る
の
は
ア
カ
ギ
な
ど
の

外
来
種
、
つ
ま
り
駆
除
対
象
だ
。
森
に
緑
が
戻
り
、

辛
う
じ
て
生
き
残
っ
た
マ
イ
マ
イ
た
ち
が
一
安
心
す

る
の
も
束
の
間
、
そ
の
緑
は
す
ぐ
に
刈
り
取
ら
れ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
先
数
年
、
我
々
は
保

全
の
ジ
レ
ン
マ
に
い
っ
そ
う
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
 

 【
文
】
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
母
島
事

務
室
 
和
田
慎
一
郎
【
イ
ラ
ス
ト
】
橋
本
愛
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― 村民課福祉係 — 

—  第２４０号  ― 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 日本人に一番多い病気は「高血圧」といわれています。でも年を取って突然高血圧になるわけではありません。主に

塩や醤油、味噌で味付けをする日本人の習慣的な普通の味が実は塩分過剰で、子どもの頃からずっとこれを続けている

ため、知らないうちに徐々に血管がダメージを受け、積み重なり高血圧になるのです。 

今月・来月と高血圧予防に向けた「減塩」に関して特集します。今月は「知っとこ！普段摂ってる塩分量！」編です。

ぜひぜひ自分の食生活を振り返りながら読んでくださいね。 

無理せずに ゆる～く減塩 味わう素材 

参考：ヘルシーネットワークナビ、『減塩のコツ早わかり』『塩分早わかり第 3 版』牧野直子監修（女子栄養大学出版部） 

クジラ：ラーメン大好きでよく食べるけど、1 食でほぼ 1 日分の塩分をとっているなんてびっくり！ 

    これからはせめて汁だけでも残そうかな。少しずつ血圧も高くなっているし・・・ 

保健師：素晴らしいですね！その積み重ねが高血圧予防に繋がるんですよ。毎日パンを食べている方は、ご飯食

を取り入れるだけで、塩分摂取量も少なくなります。具体的な減塩方法は栄養教室や、次回のけんこう

通信で紹介予定ですので、お楽しみに！ 

クジラ：料理は得意ではないけど、簡単な作り方を教えてくれるなら、栄養教室に行ってみようかな。 

Part1 知っとこ！普段摂ってる塩分量！編 

栄養教室「島料理」のご案内 

島の食材を使った塩分控えめで健

康的な料理が習えます♪♪簡単で

美味しいご飯を栄養士さんと一緒

に作りませんか？？ 

母島 2/16 父島 3/4 開催 

 誰でも参加ＯＫ！ 

 

6ｇ以上 

一日の塩分摂取量 男性：8ｇ未満 女性：7ｇ未満(１食 2.3ｇ程度がベスト！)) 

5ｇ 

4ｇ 

3ｇ 

2ｇ 

1ｇ 

◎鮭のおにぎり 

 1.4ｇ 
◎サンドイッチ(野菜) 

 1.3ｇ 
◎ポテトフライ(50ｇ) 

 1.1ｇ 

◎豚の生姜焼き 

 1.6ｇ 

◎餃子 

 1.8ｇ 

◎ハンバーグ 

 2.6ｇ 
◎ホッケの開き 

 2.3ｇ 
◎みそ汁(豆腐、わかめ) 

 2.1ｇ 

◎鶏のからあげ(5 個) 

 2.9ｇ 

◎ざるそば 

 2.8ｇ 

◎チャーハン 

 3.4ｇ 

◎スパゲティミートソース 

 3.4ｇ 

◎カレーライス 

 4.4ｇ 

◎麻婆豆腐 

 4.3ｇ 

◎かけそば 

 5.0ｇ 

◎牛丼 

 5.3ｇ 

◎ラーメン 

 7.1ｇ 

◎カップ麺 

 5.1ｇ 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

汁を残せば塩分を 50%

カットできます！ 
塩分が増す付け

合せ(紅生姜、福

神漬けなど)は 

カット！ 

半量残して

塩分コント

ロール！ 

塩分早見表 

毎日食べる の塩分 

 
< 

ごはん 食パン(6 枚切り) 

０ｇ 0.8ｇ

ゆでそば ゆでうどん 

  

０ｇ 0.7ｇ 

< 

 
 これも知っとこ！ 

※パンやうどんは味付けなし 

でも塩分を含みます 

詳細は健康・保健のコーナーをご覧ください。 



小笠原中学校学校公開・作品展示・学習発表会・道徳授業地区公開講座 出港日
ヘルスアップ教室・ナイトウォーキング～夜明道路～ 小笠原高等学校図書館開放
未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール展示会(母島）(～2月3日) ペット条例住民説明会（父島）

南島外来植物駆除ボランティア 栄養教室（母島）

小笠原高等学校図書館開放 シロアリ対策事業（第４回）（父島）（～19日）

小笠原村ふるさと感謝券事業説明会（父島）

国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（父島）

育児学級（卒乳の会）(父島)・（おやつの会）（母島）

ちびっこクラブ入会説明会/ちびっこクラブ入会児募集（～12日） テレビ放送の中断（母島）
シロアリ対策事業（第４回）申込期間（～21日） 小笠原村ふるさと感謝券事業説明会（母島）

亜熱帯農業センター成果報告会(父島) 入港日
保護地域「ガイド及び環境教育指導者向け利用講習会」（父島） インターネット接続サービス村民説明会（母島）

父島保育園児入園説明会 シロアリ対策事業（第４回）（母島）（～27日）

小笠原都市計画の変更案（臨港地区の指定）の縦覧（～3月4日）

小笠原都市計画の変更案説明会/防災行政無線による全国一斉の緊急情報伝達試験

父島保育園児募集申込期間（～19日） テレビ放送の中断（父島）
インターネット接続サービス村民説明会（父島・母島）

産科・婦人科専門診療（母島）

行政相談所の開設 インターネット接続サービス村民説明会（父島）

定期予防接種 国民健康保険特定保健指導（母島）

原付免許学科試験申込〆切

動物対処室の長期休診（～26日） 出港日

産科・婦人科専門診療（父島）
ＯＷＡホエールウォッチングインタープリター新規認定講習会(母島）

入港日 第25回文化サークルフェスティバル

税務相談会（母島） 日商簿記検定/兄島視察会

出港日 原付免許学科試験

小笠原高等学校図書館開放
電信山線歩道の通行止め（長崎方面）（～3/10） 入港日
東京島しょ農業協同組合島民向け説明会（父島） 小笠原諸島森林生態系保護地域部会（小笠原部会）

ペット条例にかかる村民意見の募集〆切 第２回農業者セミナー（母島）/産科・婦人科専門診療（父島）（～27日）

母島保育園児入園説明会/税務相談会（母島） 芝税務署・東京税理士会による出張申告相談（父島）（～28日）

東京島しょ農業協同組合島民向け説明会（母島） 母島シロアリ講演会/母島巡回労働相談

国有林の取組報告と特別講演会（父島）

村民相談 シロアリ対策事業（第４回）（父島）（～3月5日）

母島保育園児募集申込期間（～21日） 第２回農業者セミナー（父島）

税務相談会（父島） 国有林の取組報告と特別講演会（母島）

入港日 出港日
第37回くらしの法律・税金相談（～14日）/スターアイランド19（天体観望会） 電話による無料法律相談
写真展—国指定鳥獣保護管理員がみた鳥たち—（～3/11）

オガサワラカワラヒワの現状と保全対策に関する意見交換会（母島）

乳幼児健診・歯科健診/税務相談会（父島）

２０２０年第１回首都大学東京公開講座
スターアイランド19（宇宙講演会）/東京都交響楽団小笠原公演（父島） オガグワの森 冬の地ならし体験会
国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（母島）

ペット条例住民説明会（母島）（～15日）

認知症についての講演会（母島）

国民健康保険特定保健指導（父島）（～17日）

母島の森 冬の地ならし体験会/東京都交響楽団小笠原公演（母島）

認知症についての講演会（母島・父島）/税務相談会（父島）

スターアイランド19（国立天文台ＶＥＲＡ小笠原局公開）
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